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【目的】

幼稚園教諭、看護師を目指す学生の子育て観を明らかにす
る。

【方法】

協力を得られた学生に対してオリジナルの調査用紙を用い

た。内容は、家庭内の親子のやりとりを想定した32の場面

に対して、親の子どもへの対応についてそれぞれ「適切」

「不適切」など判断を加えてもらった。

【倫理的配慮】

対象者に対して、調査の目的と調査協力への依頼、協力し

ない場合でも何の不利益も生じないことを説明し、協力へ

の承諾が得られた者だけを対象とした。記入は無記名とし

結果集計に際して個人が特定されることはないことを口頭

で付け加えた。

【結果】

114名の協力が得られた。判断が分かれた場面には、「2歳

の子どもが居間で粗相をしたので、「ここはトイレじゃない

でしょ」と言い聞かせた。（適切75名、不適切28名）」「5歳

の子どもが電車内で靴を履いたまま座席に立ち上がってい

るので「落ちると怪我をするから！」と注意した。（適切

47名、不適切62名）」「妹が生まれて、退行現象の見られる3

歳の長子に「お兄ちゃんなんだから甘えないでしっかりし

なさい』と言った。（適切32名、不適切70名）」同じく退行

現象がみられる3歳の長子が、「抱かれていた生後10日の妹

の頭を叩いたので、『叩かれたら痛いんだよ、ほら！』と言

い長子の頭を叩いた（適切26名、不適切68名）」などが
あった。また、「明らかに、この子（4歳）がフローリングに

落書きしたのに、『僕はやっていない、弟（生後6カ月）が

やった』と言うので『嘘をつく子はママの子じゃない、よそ

の子は出ていけ！』と子どもに言った。」は14名が適切と

判断したがその理由は、よくある親子の会話である、このく

らい言っても4歳児は家出をしない、などであった。「いっ

までも宿題をしないでゲームをしている小学1年の子どもの

夕食を罰として抜きにした。」は7名が適切と判断したがそ

の主な理由は、罰を与えることも必要だから、であった。
【考察】

対象者は、看護や幼児教育の教科を通して子どもの発達や

権利擁護について既習している。しかし、体罰や子どもの

自尊心を脅かす対応について判断が分かれたことは驚きで

あり、自身の生育上の影響が反映されていると推察された。

将来専門職として多くの子どもたちに関わり影響を与える

立場にあることを自覚し、子どもの養育について慎重に考

えることができる教授方法を検討したい。

【目的】

看護学生が抱く子どものイメージは一般的に肯定的とされ

る。しかし、時代の変化と共にそのイメージの捉えは変化

しているように感じる。筆者らは、小児看護学の教授方法

の参考とするために、毎年小児看護学受講前の学生に子ど

ものイメージを尋ねている。今回、異なる年代の学生の子

どもイメージを比較することで、学生の傾向に若干の示唆

を得たので報告する。

【方法】

対象：C大学2年次生462人（有効回答率　83．2％）、A群

は171人；1999～2001年、B群は291人；2013～2015
年。調査方法：無記名自記式質問紙を用いた一斉調査。質

問はイメージ15項目、親和感情5項目、好嫌度について5件

法で回答を求め得点化した。属性はきょうだいの有無、きょ

うだい順位、乳幼児が身近にいるかの有無であった。分析

方法：イメージ・親和感情・好嫌度と属性および年代間の差

についてt検定（P＜0．05）を行った。2要因で有意差が

あった項目は2要因被験者間分散分析を行った。倫理的配

慮：質問紙に研究目的で使用する場合の同意について意志

を確認し、同意があったものを対象者とした。
【結果】

1．イメージときょうだいの有無は、「みずみずしい」はきょ

うだい有り群がより得点が高く、イメージと乳幼児が身近に

いるかいないかは、「純粋」「丸い」で乳幼児が身近にいる群

がより得点が高かった。イメージと年代比較は、「ぽちゃぽ

ちゃ」「みずみずしい」「丸い」「かわいい」はA群の得点がより

得点が高かった。

2親和感情ときょうだい順位は、「話したい」は下のきょう

だい有り群がより得点が高く、親和感情と年代比較は、「話

したい」はA群がより得点が高かった。

3．好嫌度ときょうだい順位の比較は、「好き」は下のきょう

だい有り群がより得点が高かった。

4．2要因被験者間分散分析の結果では、「みずみずしい」は

兄弟の有無に主効果が認められ、「話したい」はきょうだい

順位に主効果が認められた。「丸い」は年代と乳幼児が身近

にいるかいないかともに主効果を認めなかった。
【考察】

子どもに対するイメージや親和感情は、年代間の違いに

よって差があった。また、下のきょうだい有り群が子ども

を好きと捉え、親和感情も高く、またきょうだい有り群や乳

幼児が身近にいる群が子どものイメージが高いことが示さ

れた。子どもに肯定的なイメージを持ち接することが出来

るように子どもと触れ合う機会を提供し、小児看護に興味

がもてる教授法を考察していきたい。
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